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１．趣旨 

嘉麻市立織田廣喜美術館は、平成８年の開館以来、約３０年にわたり地域の文化芸術振興の中核

施設としての役割を担ってきました。しかしながら、施設設備の老朽化が進行しており、改修工事

や機能更新を検討すべき時期を迎えています。また、本市を取り巻く社会情勢も大きく変化して

います。嘉麻市の令和６年度末時点における人口は３４,１４１人（平成２６年度比８２．７％）、出生

数は１５２人（同６５．０％）、高齢化率は４１．６４％（同 122.9％）となっており、少子高齢化と人口

減少が急速に進行しています。 

このような中、国は「文化芸術基本法」において、文化芸術を観光、まちづくり、福祉、教育、産

業等の関連分野と連携させ、その多様な価値を社会の活性化に活用することを掲げています。ま

た、福岡県においても「福岡県文化芸術振興基本計画」に基づき、障がいのある人の文化芸術活

動の推進や、文化芸術を活用した地域づくりを重点施策として位置づけています。 

本方針は、これら国・県の方向性を踏まえ、急速な社会変化に対応するため、美術館の役割を

単なる「展示の場」から、市民の心身の健康と学びを支える拠点、さらには文化観光の拠点へと発

展させることを目的とするものです。文化芸術の固有の価値を尊重しつつ、人口減少社会に見合

った持続可能で効率的な運営体制を構築し、市民の心豊かな暮らしと地域社会の活力向上に寄

与する「人づくりのミュージアム」の実現を目指します。 

 

２．現状と課題（現在の状況と解決すべき課題） 

現在、本美術館は指定管理者制度により運営され、企画展の充実や情報発信の強化、市民参加

型事業の実施など一定の成果を上げています。しかし、社会情勢や人口構造の変化を背景に、新

たな課題が生じています。 

（１）学校教育との連携機会の縮小 

人口減少及び少子化の進行により、学校現場では生徒数の減少が進み、部活動の維持が困難と

なっています。美術部も市内ではわずかな状況となっており、美術に関心のある児童・生徒の活

動機会は縮小しています。また、移動手段の確保や教育課程の過密化等により、市内学校による

美術館の活用は十分とはいえません。次世代育成の観点から、学校との連携の在り方を改めて

整理する必要があります。 

（２）居場所機能・包摂機能の未整備 

不登校児童・生徒への支援は教育分野で行われていますが、美術館としての関わりは限定的で

あり、学校等に通うことが難しい児童・生徒への支援の在り方は今後の課題です。また、高齢者

や障がいのある人など、多様な市民が文化芸術にアクセスしやすい環境づくりは十分とはいえま

せん。美術館が安心して過ごせる場、いわゆる「第三の居場所」として機能するための取組につ

いても検討が求められています。 

（３）地域拠点としての活用不足 

来館者の約８割が市外からであり、市内利用は約２割にとどまっています。交流人口の確保とい

う面では一定の成果があるものの、市民への浸透や地域資源としての活用は十分とはいえませ

ん。ＳＮＳ等による情報発信は強化していますが、高齢者層などへの周知は十分ではなく、地域

全体への波及効果の拡大が課題です。文化観光の拠点としての機能強化と、市民の誇りや愛着

の醸成を両立させる視点が求められています。 
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３．基本方針 

国の「文化芸術推進基本計画」及び「福岡県文化芸術振興基本計画」の「４つの施策の柱」に沿い、

以下の３点を本美術館の運営における基本方針とします。 

① 次世代育成と学校教育との連携強化 

② 社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）とウェルビーイングの向上 

③ 地域資源としての文化芸術の活用と文化観光の推進 

 

４．基本方針に基づく取り組み 

分  野 取り組み 

① 

次世代育成と学校 

教育との連携強化 

•市民アトリエの「地域部活動拠点」化: 学校で維持が難しい美術部の受け

皿として市民アトリエを活用し、地域アーティスト等の指導により、子どもた

ちが学校の枠を超えて創作活動を継続できる環境を整えます。 

•不登校支援と「つなぎの場」: 美術館を「つなぎの場」として活用し、鑑賞

や創作活動を通じて自己肯定感の回復を支援します。 

② 

社会的包摂とウェル

ビーイングの向上 

•障がい者アートの推進: 鑑賞・創作機会を拡充し、誰もが文化芸術に参加

できる環境を整えます。 

•健康づくりとの連携: 美術館の環境を活かし、高齢者向け健康教室やメン

タルヘルスに資するプログラムを展開します。 

③ 

地域資源としての 

文化芸術の活用と 

文化観光の推進 

•地域資源のブランド化: 織田廣喜作品や地域ゆかりの作家を観光資源と

して再評価し、積極的に発信します。 

•観光部局等との連携: 「嘉麻市観光まちづくり協議会」や「道の駅うすい」

等と連携した事業を実施し、交流人口の拡大を図ります。 

 

５．施設の維持管理（今後の課題） 

開館から３０年が経過し、建物および設備の老朽化が進行しています。市民の安全確保と文化財

の適切な保存環境を維持するため、計画的な施設管理と機能の見直しを進めます。 

（１）計画的な長寿命化と優先修繕の実施 

市の財政状況を踏まえながら、緊急度や優先順位に基づく予防保全型の修繕を計画的に実施し、

財政負担の平準化を図ります。特に、文化財保護や法令対応の観点から空調設備を次期指定管理

期間（令和９～１１年度）に最優先で更新し、その後、屋根防水や電気設備等についても令和１２年

度以降、計画的に更新を進めます。 

 

（２）複合施設の機能集約と最適化（ファシリティ・マネジメント） 

人口減少社会に対応した効率的な運営体制の構築を目指し、将来的に敷地内の「碓井図書館・平和

祈念館棟」の機能を「美術館・郷土館棟」へ集約し、施設総量の適正化を図りながら、各機能が連携

する回遊性の高い文化拠点への再編を検討します。 


